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№
３
２
１
（
一
九
八
七
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）
か
ら

№
３
５
５
（
一
九
八
七
年
一
二
月
二
一
日
）
ま
で

№
３
２
１
（
一
九
八
七
年
一
月
一
・
一
一
日
合
併
号
）

◇
巻
頭
言
◇
向
坂
先
生
の
著
書
を
読
む

◇
岩
井
章
氏
に
聞
く

日
本
労
働
運
動
再
建
へ
の
提
言
①

国
鉄
闘
争
の
任
務
と
課
題

現
情
勢
の
特
徴
と
国
鉄
闘
争
の
展
望

―
「
分
割
・
民
営
化
」
反
対
の
旗
を
さ
ら
に
高
く

国
鉄
法
案
通
過
後
の
情
勢
と
課
題

◇
資
料
と
解
説
◇

人
活
セ
ン
タ
ー
全
国
連
絡
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

学
習
会
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
意
義
に
つ
い
て
①

唯
物
史
観
と
『
資
本
論
』

や
る
し
か
な
い
！
①
プ
リ
マ
ハ
ム
の
ハ
チ
巻
闘
争

好
評
発
売
中
社
会
通
信
社
判
定
価
四
百
円

国
鉄
闘
争
―
勝
利
へ
の
展
望

№
３
２
２
（
一
九
八
七
年
一
月
一
・
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
社
会
党
運
動
方
針
案
を
読
む

◇
岩
井
章
氏
に
聞
く
②
◇

労
戦
再
編
成
の
現
状
と
任
務

八
七
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢
と
課
題

内
需
拡
大
論
の
虚
構

―
春
闘
再
構
築
の
た
め
に
―

資
料
１
日
経
連
の
内
需
拡
大
策

班
組
織
の
質
的
飛
躍
を

―
分
会
名
で
全
員
に
文
書
を
郵
送
―

資
料
２
組
合
員
・
ご
家
族
の
み
な
さ
ん
に
訴
え
る

連
載
「
資
本
論
』
第
１
巻
を
読
む
第
三
十
三
回

交
換
過
程
①

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
語
録

「
や
る
し
か
な
い
！
」
②
毎
日
五
分
間
集
会
も

催
し
物
の
ご
案
内
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№
３
２
３
（
一
九
八
七
年
二
月
一
・
日
）

◇
巻
頭
言
◇
憲
法
が
あ
ぶ
な
い

―
「
国
際
国
家
日
本
」
の
背
景
と
本
質
―

国
労
単
一
体
は
、
必
ず
守
り
ぬ
け
る

―
電
産
と
の
決
定
的
ち
が
い
―

資
料
１

「
一
月
一
五
日
の
会
」
ア
ピ
ー
ル
（
社
会
主
義
協
会
）

資
料
２
国
鉄
を
よ
み
が
え
ら
せ
る
た
め
に

（
京
都
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
）

資
料
３
国
労
・
六
本
木
委
員
長
の
訴
え

大
合
理
化
に
職
場
か
ら
の
反
撃
を
強
め
よ
う

学
習
会
『
資
本
論
』
第
一
巻
の
意
義
に
つ
い
て
③

資
本
主
義
の
経
済
的
運
動
法
則
と
歴
史
的
限
界

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
語
録

◇
編
集
部
だ
よ
り

「
ヤ
ル
し
か
な
い
！
」
③

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
！

№
３
２
４
（
一
九
八
七
年
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
断
ち
切
ろ
う
、
死
の
連
鎖

Ｓ
Ｄ
Ｉ
と
核
廃
絶

―
資
本
主
義
の
危
険
性
と
社
会
主
義
の
優
位
性
―

大
量
失
業
時
代
の
到
来

―
こ
ん
に
ち
の
「
合
理
化
」
の
特
徴
―

理
想
サ
イ
ク
ル
と
賃
金
論

―
内
需
拡
大
論
の
虚
構
②
―

求
め
ら
れ
る
〃
組
合
ら
し
さ
〃

―
労
働
組
合
基
本
調
査
か
ら
―

同
盟
解
散
の
背
景
と
ね
ら
い

資
料
１
「
友
愛
会
議
」
の
運
営
規
則

資
料
２
中
執
辞
任
に
つ
い
て
の
国
労
の
声
明

資
料
３
国
労
と
の
連
帯
と
共
同
を
よ
び
か
け
る

「
た
た
か
い
は
今
か
ら
」
と
三
千
人

―
「
国
民
会
議
」
九
段
集
会
の
報
告
―

開
き
直
っ
て
た
た
か
う
！

―
人
活
交
流
集
会
の
報
告
―

◇
語
録
◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
３
２
５
（
一
九
八
七
年
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
自
社
連
合
を
許
す
な

反
撃
に
転
じ
る
時
期
が
き
た

資
料
１
大
転
落
を
重
ね
る
改
革
協

資
料
２
改
革
協
の
緊
急
連
絡

資
料
３
進
路
希
望
調
査
結
果
に
つ
い
て

資
料
４
余
部
鉄
橋
現
地
を
行
く

資
料
５
静
両
地
本
・
激
動
の
一
月
二
六
日

資
料
６
国
労
静
岡
再
建
委
「
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」

資
料
７
国
労
仙
台
地
本
「
声
明
」

資
料
８
国
労
を
守
り
、
反
動
と
の
対
決
ヘ

（
社
会
主
義
協
会
ア
ピ
ー
ル
）

◇
資
料
と
鮮
説
◇
社
会
党
大
会
に
つ
い
て

資
料
９
空
前
の
危
機
に
際
し
て

（
党
建
協
ニ
ュ
ー
ス
一
号
）

資
料
⑩
「
党
建
協
」
と
は

…
二
当
面
の
任
務
と
性
格

資
料
⑪
社
会
党
運
動
方
針
案
へ
の
意
見
書

（
菅
原
須
摩
子
）

資
料
⑫
社
会
党
大
会
へ
の
意
見
書

（
兵
庫
総
支
部
）

資
料
⑬
全
電
通
の
社
会
党
大
会
へ
の
意
見
書
（
要
旨
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
２
６
（
一
九
八
七
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
ハ
リ
コ
の
虎
に
驚
く
な

社
会
党
第
五
二
回
大
会
を
ふ
り
返
っ
て

国
鉄
闘
争
の
総
括
と
日
本
労
働
運
動
の
進
路

―
国
鉄
闘
争
総
括
の
一
試
論
①
―

「
民
営
」
移
行
後
の
電
々
の
職
場
実
態

―
背
景
に
一
四
万
人
首
切
り
合
理
化
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
三
四
）

交
換
過
程
②

や
る
し
か
な
い
④
民
同
の
分
裂
工
作

◇
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
紹
介
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
３
２
７
（
一
九
八
七
年
三
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
鉄
パ
ー
ジ
を
打
ち
砕
け

国
労
組
合
員
の
差
別
・
選
別
を
許
す
な

資
料
１
全
道
集
会
「
要
請
書
」

資
料
２
全
道
集
会
「
道
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
」

資
料
３
抗
議
要
請
書

資
料
４
北
海
道
会
議
「
抗
議
・
要
請
書
」

反
失
業
闘
争
強
化
は
自
ら
の
課
題

◇
投
稿
◇
自
治
労
「
全
的
統
一
」
ヘ
の
疑
問

政
治
問
題
が
前
面
に

―
日
経
連
「
労
問
研
報
告
」
に
つ
い
て
―

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
第
三
五
回

交
換
過
程
③

や
る
し
か
な
い
⑤

復
帰
へ
の
な
だ
れ
を
起
こ
そ
う
！

№
３
２
８
（
一
九
八
七
年
三
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
箝
口
令
を
打
破
し
よ
う

日
教
組
臨
時
大
会
開
催
と
労
戦
方
針

国
際
通
貨
体
制
と
Ｇ
５

政
治
反
動
の
背
景
と
本
質
―
〝
綱
渡
り
〟
の
資
本
主
義
―

「
二
・
一
六
集
会
」
の
意
義
と
課
題

―
大
量
失
業
時
代
と
労
働
組
合
―

〃
エ
イ
ズ
騒
動
〃
で
考
え
た
こ
と

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
第
三
六
回

交
換
過
程
④

◇
編
集
部
だ
よ
り
◇
パ
ン
フ
紹
介

№
３
２
９
（
一
九
八
七
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
反
合
理
化
闘
争
の
意
味
を
再
確
認
し
よ
う

労
戦
の
右
翼
再
編
の
本
質
と
現
段
階

右
翼
再
編
と
社
会
党

次
の
た
た
か
い
へ
の
準
備
は
完
了
―
国
労
第
一
四
八
回
中
央
委
の
報
告
―

資
料
国
労
中
央
委
「
ア
ピ
ー
ル
」

動
労
委
員
長
の
「
核
武
装
論
」

「
失
業
の
不
可
避
性
」
を
テ
ー
マ
に

―
向
坂
先
生
追
悼
の
学
習
講
演
会
―

ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
を
つ
ぶ
さ
に
学
ぶ

―
第
五
回
労
働
大
学
訪
ソ
学
習
交
流
団

八
月
七
日
～
二
二
日
―

「
ヤ
ル
し
か
な
い
」
⑤
〃
死
地
に
就
か
せ
ら
れ
る
〃

◇
売
上
税
と
「
行
革
」
◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

〃
よ
み
が
え
れ
国
鉄
〟

三
月
三
一
日
集
会
へ
の
ご
案
内



- 5 -

№
３
３
０
（
一
九
八
七
年
四
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
国
労
運
動
前
進
の
た
め
に

理
論
な
く
し
て
実
践
は
な
い

―
和
気
誠
氏
の
近
著
を
読
む
―

一
九
八
七
年
は
決
定
的
な
年

―
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
書
記
長
の
演
説
―

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
労
働
組
合
運
動

「
フ
ェ
ダ
イ
ア
ン
」
と
イ
ラ
ン
革
命

民
族
和
解
を
進
め
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
三
七
）
交
換
過
程
⑤

「
ヤ
ル
し
か
な
い
」
⑥

〃
綿
密
に
、
慎
重
に
、
注
意
深
く
〃

資
料
鉄
産
労
の
「
大
会
宣
言
」

沖
電
気
闘
争
和
解
妥
結
に
つ
い
て

№
３
３
１
（
一
九
八
七
年
四
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
大
衆
運
動
を
起
こ
す

日
教
組
臨
時
大
会
の
結
果
が
示
す
も
の

路
線
問
題
前
面
に
、
右
転
落
ね
ら
う
田
中
派

―
日
教
組
問
題
と
こ
の
間
の
過
程
―

資
料
１

臨
大
の
意
義
、
性
格
と
大
会
運
営
の
考
え
方

資
料
２

国
労
・
日
教
組
問
題
へ
の

全
電
通
委
員
長
の
見
解

『
資
本
論
』
を
学
ぶ
②

人
間
労
働
と
商
品
価
値
の
実
態

「
ヤ
ル
し
か
な
い
！
」
⑦

「
君
は
国
労
だ
っ
た
の
か
…
」
？

№
３
３
２
（
一
九
八
七
年
五
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
タ
ン
ポ
ポ
の
よ
う
に
花
を
咲
か
せ
る

清
算
事
業
団
を
撤
廃
し
、

全
員
北
海
道
会
社
に
採
用
せ
よ

―
国
鉄
最
後
の
日
、
激
励
行
動
を
展
開
―

怒
り
を
新
た
に
た
た
か
っ
た
三
・
三
一
行
動

―
茨
城
の
仲
間
か
ら
の
報
告
―

「
ヤ
ル
し
か
な
い
」
⑨

〃
無
償
で
取
返
そ
う
〃
国
鉄
を
！

◇
統
一
地
方
選
挙
を
ふ
り
返
っ
て
①
◇

対
立
点
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
社
・
共
が
伸
び
る

◇
『
資
本
論
』
を
学
ぶ
③
◇

商
品
価
値
の
実
態
を
な
す
労
働
に
つ
い
て

編
集
部
だ
よ
り
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№
３
３
３
（
一
九
八
七
年
五
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

春
闘
と
労
働
運
動
の
進
路

統
一
地
方
選
挙
を
ふ
り
返
っ
て
②

全
電
通
の
〃
社
会
党
ジ
ャ
ッ
ク
〃
を
許
す
な

〃
総
評
解
体
の
危
機
〃
と
た
た
か
う

階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
骨
格
（
案
）
岩
井
章

「
労
戦
統
一
」
を
め
ぐ
る
総
評
の
動
き

―
総
評
第
二
回
拡
評
（
三
月
二
○
日
）
に
つ
い
て

国
労
に
新
た
な
攻
撃

―
労
働
協
約
改
訂
へ
の
体
制
を
強
め
よ
う
―

資
料
国
労
と
新
会
社
の
「
労
働
協
約

（
要
旨
）

」

資
料
総
評
・
労
戦
統
一
へ
の

当
面
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

〃
ア
ジ
ア
平
和
の
船
〃
に
参
加
し
よ
う

№
３
３
４
（
一
九
八
七
年
五
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
〃
貿
易
戦
争
〃
と
日
米
関
係

機
会
均
等
と
未
未
へ
の
権
利

―
フ
ラ
ン
ス
の
学
生
ス
ト
に
つ
い
て
―

◇
投
稿
◇
元
気
の
で
て
く
る
選
挙
結
果

◇
資
料
と
解
説
◇

「
党
建
協
」
設
立
総
会
に
参
加
し
よ
う

資
料
①
「
党
建
協
」
設
立
総
会
の
ご
案
内

資
料
②
国
労
と
新
会
社
の
「
労
働
協
約
（
要
旨

」）

民
間
企
業
で
も
首
切
り
の
嵐

◇
『
資
本
論
』
を
学
ぶ
④
◇

価
値
形
態
論
の
意
義
と
課
題

「
ヤ
ル
し
か
な
い
！
」
⑩
ひ
ど
い
〃
凄
惨
〃
事
業
団

新
刊
書
の
ご
案
内

労
働
戦
戦
の
全
的
統
一
と
全
民
労
連
の
発
足

№
３
３
５
（
一
九
八
七
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
党
建
協
」
総
会
に
参
加
し
よ
う

高
揚
す
る
チ
リ
人
民
の
た
た
か
い

―
弾
圧
は
新
た
に
強
化
―

民
営
化
か
ら
七
千
人
合
理
化
ヘ

―
民
営
移
行
後
の
日
本
た
ば
こ
―

電
々
「
民
営
化
」
攻
撃
の
実
態
と
闘
い
の
課
題

◇
佐
賀
の
仲
間
か
ら
の
報
告
◇

史
上
最
高
得
票
で
勝
っ
た
！

◇
『
資
本
論
』
を
学
ぶ
⑤
◇

価
値
形
態
論
の
意
義
と
課
題
②

「
国
民
会
議
」
全
国
交
流
会
に
一
三
○
人

◇
編
集
部
だ
よ
り
◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

新
刊
書
の
ご
案
内

労
働
戦
線
の
全
的
統
一
と
全
民
労
連
の
発
足
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№
３
３
６
（
一
九
八
七
年
六
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
再
び
「
党
建
協
」
結
成
総
会
に
つ
い
て

首
切
り
収
容
所
の
実
態

―
北
海
道
の
「
清
算
事
業
団
」
訪
問
記
―

労
働
基
本
権
確
立
、
反
失
業
闘
争
ヘ

―
「
国
民
会
議
」
全
国
交
流
集
会
は
大
成
功
―

私
鉄
労
働
運
動
の
戦
闘
性
を
守
れ

―
私
鉄
の
仲
間
が

「
先
輩
の
意
見
を
聞
く
会
」
を
開
催

◇
資
料
と
解
説
◇
〃
総
評
解
体
〃
を
明
文
化

―
総
評
一
九
八
七
年
度
運
動
方
針
案
に
つ
い
て
―

資
料
１
総
評
運
動
方
針
案
＝

「
労
働
戦
線
統
一
の
推
進
」

資
料
２
都
知
事
選
と
労
働
戦
線
の
こ
れ
か
ら

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
第
三
八
回

価
値
の
尺
度
①

◇
編
集
部
だ
よ
り
◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
３
３
７
（
一
九
八
七
年
六
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
作
業
ダ
イ
ヤ
」
で
長
期
闘
争
の
砦
に

総
評
解
散
を
許
す
な

―
大
衆
闘
争
で
こ
の
策
謀
を
粉
砕
し
よ
う
―

総
評
の
「
全
的
統
一
」
論
は
ナ
ダ
レ
込
み

―
労
働
戦
線
「
統
一
」
問
題
の
現
状
と
課
題
―

資
料
１
総
評
運
動
方
針
案
＝
運
動
の
基
調
―

士
気
を
高
め
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
記

機
械
は
労
働
者
を
駆
逐
す
る

◇
資
料
と
解
説
◇
「
党
建
協
」
結
成
総
会
に
五
百
人

資
料
２
党
建
協
と
は
―
性
格
と

当
面
の
主
た
る
任
務

資
料
３
基
調
報
告

資
料
４
ア
ピ
ー
ル

◇
編
集
部
だ
よ
り

◇
新
刊
書
の
ご
案
内

労
働
戦
線
の
全
的
統
一
と
全
民
労
連
の
発
足
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№
３
３
８
（
一
九
八
七
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
家
族
的
な
団
結
を
つ
く
る

社
会
党
の
基
本
路
線
を
守
る

―
「
党
建
協
」
結
成
総
会
に
五
百
人
余
―

資
料
１
「
党
建
協
」
総
会
で
の
代
表
あ
い
さ
つ

資
料
２
「
党
建
協
」
規
約

資
料
３
全
電
通
委
員
長
の
「
読
売
」
で
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

吹
き
荒
れ
る
石
炭
合
理
化

―
生
き
、
働
き
続
け
る
た
め
に
―

日
本
に
お
け
る
ス
パ
イ
活
動

「
ヤ
ル
し
か
な
い
！
」
⑪
明
日
で
は
遅
す
ぎ
る

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
三
九
）

価
値
の
尺
度
②

◇
編
集
部
だ
よ
り
◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

六
・
二
七
労
戦
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
ヘ
の
ご
案
内

№
３
３
９
（
一
九
八
七
年
七
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

清
算
事
業
団
各
支
所
を
〃
闘
い
の
砦
に
〃

「
右
翼
労
戦
反
対
」
の
総
学
習
、
総
行
動
を

―
『
労
戦
統
一
と
全
民
労
連
』
で

訴
え
た
か
っ
た
こ
と
①
―

長
期
方
針
の
確
立
に
向
け
て
全
力
を
あ
げ
よ
う

―
国
労
第
一
四
九
回
中
央
委
員
会
か
ら
―

◇
資
料
と
解
説
◇

鉄
道
労
連
、
や
っ
ぱ
り
空
中
分
解

資
料
１
鉄
労
の
動
労
へ
の
申
し
入
れ

資
料
２
鉄
労
か
ら
の
申
し
入
れ
に
つ
い
て
（
動
労
）

資
料
３
動
労
委
員
長
の
あ
い
さ
つ

軍
政
継
続
の
た
く
ら
み
破
綻

―
南
朝
鮮
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
―

首
都
東
京
の
社
会
党
、
い
っ
そ
う
深
刻
化
か
？

―
異
常
な
定
期
大
会
運
動
方
針
―

資
料
４
社
会
党
都
本
部
活
動
方
針
（
草
案
）
か
ら
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№
３
４
０
（
一
九
八
七
年
七
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
経
済
か
ら
政
治
へ

ベ
ネ
チ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
に
つ
い
て

総
評
解
散
阻
止
が
最
大
の
課
題
―
労
働
運
動
の
動
向
と
労
戦
「
統
一
」
問
題
―

資
料
１
労
研
セ
ン
タ
ー
の
よ
び
か
け

総
評
の
「
全
的
統
一
」
方
針
に
強
く
反
対

昭
和
電
工
の
労
務
政
策
と
労
働
者
意
識
―
資
本
の
小
集
団
活
動
と
た
た
か
う
―

法
を
無
視
し
た
〃
出
向
〃
の
強
行
―
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
労
働
委
員
会
の
勧
告
を
守
れ
―

い
た
ず
ら
か
、
故
意
の
挑
発
か
？
―
西
独
市
民
の
ソ
連
領
空
侵
犯
に
つ
い
て
―

資
料
２
各
地
方
労
働
委
員
会
の
勧
告
・
要
望

◇
編
集
部
だ
よ
り
◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

好
評
発
売
中
労
働
戦
線
の
全
的
統
一
と
全
民
労
連
の
発
足

№
３
４
１
（
一
九
八
七
年
八
月
一
日
）

特
集
「
六
・
二
七
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
①

◇
巻
頭
言
◇
総
評
解
体
と
た
た
か
う

主
催
者
あ
い
さ
つ

三
木
信
之
介

労
戦
再
編
を
め
ぐ
る
情
勢
の
特
徴
と
任
務

岩
井
章

総
評
「
全
的
統
一
論
」
の
虚
構
を
あ
ば
く

山
田
宏
二

社
会
党
都
本
部
大
会
、
良
識
派
が
元
気
に

―
政
構
研
グ
ル
ー
プ
の
亀
裂
ひ
ろ
が
る
―

「
八
・
二
一
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

新
刊
紹
介

労
働
戦
線
の
全
的
統
一
と
全
民
労
連
の
発
足

好
評
発
売
中
定
価
千
円

№
３
４
２
（
一
九
八
七
年
八
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

総
評
大
会
の
意
味
と
わ
れ
わ
れ
の
方
針

特
集
・
六
・
二
七
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
②

労
戦
再
編
成
と
社
会
党
の
ゆ
く
え
高
沢
寅
男

労
戦
の
右
翼
再
編
と
か
く
闘
う
横
堀
正
一

「
総
評
解
体
」
を
許
さ
な
い
坂
牛
哲
郎
書

職
場
の
組
合
員
の
心
を
つ
か
む
三
木
信
之
介

悲
し
き
転
向

新
刊
紹
介
「
国
鉄
闘
争
と
わ
れ
わ
れ
の
提
言
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

八
・
二
一
労
戦
問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

好
評
発
売
中

労
働
戦
線
の
全
的
統
一
と
全
民
労
連
の
発
足

定
価
千
円
（
〒
二
百
円
）
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№
３
４
３
（
一
九
八
七
年
八
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
東
芝
機
械
問
題
と
コ
コ
ム

総
評
大
会
の
結
果
と
わ
れ
わ
れ
の
課
題

―
労
戦
「
統
一
」
問
題
と
当
面
の
任
務
―

資
料
１
全
港
湾
・
国
労
の
修
正
案

資
料
２
統
一
労
組
懇
系
四
単
産
の
修
正
案

資
料
３
都
職
労
委
員
長
の

自
治
労
本
部
へ
の
意
見
書

資
料
４
自
治
労
代
議
員
八
名
の
態
度
表
明

資
料
５
七
・
六
集
会
「
基
調
報
告
」

施
行
四
○
年
、
憲
法
は
い
ま

―
国
家
秘
密
法
が
狙
う
本
当
の
理
由
―

◇
投
稿
◇
「
党
建
協
」
を
つ
く
る

第
三
回
平
和
の
舟
に
参
加
し
て
福
地
一
郎

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
四
〇
）

価
値
の
尺
度
③

「
ヤ
ル
し
か
な
い
」
⑫
酒
井
安
海
氏
の
作
風

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

「
八
・
二
一
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ご
案
内

№
３
４
４
（
一
九
八
七
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
京
都
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
◇

日
本
労
働
運
動
の
階
級
的
伝
統
を
守
る
た
め
に

「
右
翼
労
戦
反
対
」
の
総
学
習
・
総
行
動
を

―
『
労
戦
統
一
と
全
民
労
連
』
で
訴
え
た
い
こ
と

資
料
１
討
議
の
た
め
の
岩
井
私
案

新
し
い
波
は
北
海
道
か
ら

―
八
月
二
日

「
北
海
道
党
建
会
」
を
結
成
―

、

組
合
大
会
の
中
間
総
括
①

総
評
解
散
は
必
至
の
情
勢
に

全
的
統
一
論
を
み
ず
か
ら
否
定

―
組
合
大
会
前
半
の
主
な
傾
向
―

総
評
方
針
決
定
で
総
評
は
「
死
に
体
」
に

「
連
合
」
一
色
の
電
機
労
連
大
会

全
電
通
は
「
一
九
八
九
年
達
成
」
を
強
調

全
逓
は
全
電
通
と
共
同
歩
調

全
郵
政
は
全
逓
の
提
唱
を
拒
否

黒
川
あ
い
さ
つ
を
鋭
く
追
及
（
私
鉄
）

「
学
習
会
」
ヘ
の
参
加
要
請
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№
３
４
５
（
一
九
八
七
年
九
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

非
武
装
中
立
・
憲
法
擁
護
で
結
集
し
よ
う

「
自
治
共
和
国
」
の
混
乱

資
料
１
党
の
基
本
政
策
に
つ
い
て
（
山
口
見
解
）

資
料
２
北
海
道
「
党
建
会
」
の
結
成
に
あ
た
っ
て

組
合
大
会
の
中
間
総
括
②

石
油
、
紙
パ
、
化
学
で
は
左
派
が
排
除

全
国
一
般
で
は
新
た
な
動
き

政
労
協
で
は
原
案
不
採
択

統
一
労
組
懇
談
会
に
三
つ
の
特
徴
点

軍
事
政
権
ゆ
さ
ぶ
る
労
働
争
議

―
〃
ソ
ウ
ル
の
春
〃
は
る
か
に
し
の
ぐ
―

緊
迫
化
す
る
ペ
ル
シ
ア
湾
情
勢

中
米
情
勢
は
新
た
な
段
階
に

「
ヤ
ル
し
か
な
い
！
」
⑬

「
盗
聴
に
フ
タ
を
す
る
暴
力
装
置
」

№
３
４
６
（
一
九
八
七
年
九
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
九
・
五
―
六
全
国
学
習
会
ア
ピ
ー
ル

労
戦
再
編
成
と
「
社
・
民
の
和
解
」

―
労
働
組
合
大
会
の
中
間
総
括
③
―

島
田
琢
郎
前
代
議
士
の
引
退
表
明
に
寄
せ
て

―
社
会
党
の
基
本
路
線
「
変
更
」
は
認
め
な
い
―

強
制
「
出
向
」
と
闘
い
続
け
る

資
料
１
階
級
的
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
確
立
の
展
望
と
骨
格
（
統
一
労
組
懇
）

「
全
民
労
連
」
で
権
利
は
守
れ
な
い
（
佐
賀
）

千
代
田
の
「
党
建
協
」
に
全
力
（
東
京
）

だ
か
ら
「
総
評
解
体
」
を
許
さ
な
い
（
兵
庫
）

書
評
『
総
評
が
消
え
る
日
』
を
読
ん
で

投
稿
「
総
評
解
体
に
反
対
す
る
連
絡
会
」
を

連
載
『
資
本
論
』
四
一
価
値
の
尺
度
④

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り
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№
３
４
７
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
全
民
労
連
の
運
動
方
針
案

特
集
九
・
五
―
六
「
全
国
学
習
会
」
の
報
告
㊤

主
催
者
あ
い
さ
つ

わ
れ
わ
れ
の
〃
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
〃
を
！

開
会
あ
い
さ
つ
た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら

第
一
講
座
労
戦
の
右
翼
再
編
の
現
状
と
任
務

総
評
地
域
労
働
運
動
集
会
を
根
絶
や
す
な

地
域
運
動
の
継
承
・
発
展
を
め
ざ
す

全
国
集
会
の
よ
び
か
け

書
評

「
労
働
戦
線
の
全
的
統
一
と
全
民
労
連
の
発
足
」

◇
資
料
と
解
説
◇

「
党
建
協
」
が
山
口
見
解
を
批
判

資
料
書
記
長
見
解
に
つ
い
て
（
党
建
協
）

新
刊
紹
介
「
労
働
戦
線
オ
ル
グ
ノ
ー
ト
№
１
」

一
〇
月
一
日
発
行
定
価
五
〇
〇
円
（
送
料
込
み
）

お
申
し
込
み
は
社
会
通
信
社
へ

№
３
４
８
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

社
会
党
の
基
本
政
策
変
更
を
阻
止
す
る
た
め
に

特
集
九
・
五
～
六
全
国
学
習
会
の
報
告
㊦

第
二
講
座
社
会
党
の
基
本
路
線

を
め
ぐ
る
情
勢
と
「
党
建
協
」

第
三
講
座
総
学
習
・
総
行
動
運
動
の
展
開
方
法

ま
と
め
総
評
解
体
阻
止
、

社
会
党
基
本
政
策
変
更
を
阻
止
す
る
た
め
に

東
京
で
最
初
の
旗
上
げ

―
「
千
代
田
党
建
協
」
結
成
総
会
成
功
裡
に
終
了

若
者
が
先
頭
に
立
て
！

―
八
・
二
一
シ
ン
ポ
の
意
義
―

ペ
ル
シ
ャ
湾
と
中
曽
根
政
治

「
全
的
統
一
」
を
反
撃
の
力
に

―
全
国
の
自
治
労
の
仲
間
ヘ
―

一
○
・
九
集
会
に
ご
参
加
を
！

各
地
で
す
す
む
「
反
全
民
労
連
」
の
た
た
か
い
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№
３
４
９
（
一
九
八
七
年
一
〇
月
二
一
日
）

巻
頭
言
◇
地
域
労
働
運
動
の
継
承
・
発
展
の
た
め
に

広
が
る
熱
意
と
自
発
性

―
「
十
・
七
大
阪
集
会
」
の
成
功
を
め
ざ
す
―

「
連
合
」
発
足
に
〃
反
首
切
り
・
反
行
革
闘
争
〃
を

―
大
阪
総
評
大
会
の
報
告
―

日
教
組
有
志
が
全
国
代
表
者
会
議
を
開
催

―
注
目
さ
れ
る
日
教
組
の
動
向
―

資
料
１
全
国
代
表
者
会
議
（
第
二
回
）

開
催
の
よ
び
か
け

資
料
２
全
国
代
表
者
会
議
（
第
一
回
）

「
声
明
」

守
勢
か
ら
攻
勢
へ
の
出
発
点
に

―
国
労
大
会
の
報
告
―

◇
資
料
と
解
説
◇
核
廃
絶
へ
の
大
き
な
一
歩

資
料
３
米
・
ソ
共
同
声
明

社
会
党
が
「
党
改
革
」
で
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

資
料
４
「
組
織
改
革
の
具
体
的
構
想
（
案

」
へ
の
意
見
書

）

書
評
「
喜
怒
哀
楽
の
交
通
学
」

◇
「
社
会
通
信
」
創
刊
一
○
周
年
記
念
◇

「
十
一
・
七
全
国
学
習
会
」
の
ご
案
内

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
各
地
の
運
動

十
・
二
五
「
党
建
協
代
表
者
会
議
」
に
参
加
し
よ
う

№
３
５
０
（
一
九
八
七
年
一
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

本
誌
十
周
年
記
念
「
全
国
学
習
会
」
に
ご
参
加
を

特
集
地
域
労
働
運
動
の
継
承
・
発
展
へ

総
評
中
央
方
針
に
強
い
批
判

―
全
国
地
県
評
の
方
針
、
大
会
の
特
徴
点
―

「
店
じ
ま
い
」
に
一
定
の
歯
止
め

―
兵
庫
県
評
第
三
五
回
大
会
の
報
告
―

労
戦
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針
①

は
じ
め
に

一
、
総
評
の
労
戦
統
一
方
針

二
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
の
労
戦
統
一
方
針

◇
全
民
労
協
◇
同
盟
◇
中
連

三
、
全
国
地
県
評
の
方
針
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№
３
５
１
（
一
九
八
七
年
一
一
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
各
地
の
集
会
は
ど
こ
も
大
成
功

大
阪
集
会
三
二
千
百
人
で
大
成
功

資
料
１
一
○
・
七
大
阪
集
会
「
ア
ピ
ー
ル
」

資
料
２
島
根
県
集
会
で
の
岩
井
講
演
要
旨

資
料
３
修
善
寺
大
会
一
周
年
「
ア
ピ
ー
ル

（
東
京
会
議
）

」

資
料
４
国
民
の
声
に
依
拠
し
た
社
会
党
を
（
国
労
東
京
青
年
部
）

◇
資
料
と
解
説
◇

日
教
組
大
会
「
十
一
月
十
一
日
」
開
催
ヘ

資
料
５
日
教
組
第
六
四
回
定
期
大
会
成
功
の
た
め
に

大
衆
の
な
か
ヘ
―
国
労
の
仲
間
ヘ

労
戦
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針
②

新
刊
紹
介
「
社
会
党
が
な
く
な
る
？
」

社
会
通
信
十
周
年
「
全
国
学
習
会
」
に
ご
参
加
を

№
３
５
２
（
一
九
八
七
年
一
一
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
社
会
通
信
」
創
刊
十
周
年
を
祝
す

首
都
東
京
に
「
党
建
協
」

社
会
党
解
体
阻
止
ヘ
、
徹
底
し
た
下
部
討
議

資
料
１

安
保
自
衛
隊
と
「
永
世
中
立
宜
言
」
に
関
す
る
提
言
（
党
建
協
）

「
党
の
基
本
政
策
を
堅
持
す
る
決
議
」
を
採
択

―
社
会
党
千
葉
県
本
大
会
の
報
告
―

資
料
２

党
の
基
本
政
策
を
堅
持
す
る
決
議

資
料
３

党
改
革
に
関
す
る
報
告
に
つ
い
て
の

決
議
案
（
習
志
野
総
支
部
）

資
料
４

社
会
党
干
葉
県
本
大
会
「
大
会
宣
言
」

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

労
働
戦
線
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針
③

№
３
５
３
（
一
九
八
七
年
一
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
全
民
労
連
」
に
末
来
は
な
い
！

総
評
中
央
方
針
に
強
い
危
機
感
―
全
国
地
県
評
方
針
を
ま
と
め
て
―

社
会
党
を
守
る
た
め
に
戦
線
を
拡
大
―
新
潟
「
党
建
協
」
結
成
総
会
の
報
告
―

ま
た
出
た
日
本
共
産
党
の
悪
い
く
せ

闘
う
総
評
の
伝
統
を
守
り
発
展
さ
せ
よ
う
―
十
二
・
三
奈
良
県
集
会
の
成
功
を
―

問
わ
れ
る
「
反
自
衛
隊
」
の
視
点
・

―
日
米
合
同
軍
事
演
習
集
会
に
参
加
し
て
―
連
載
「
ヤ
ル
し
か
な
い
！
⑭
」

闘
い
の
領
域
の
拡
大

労
戦
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針
④

社
会
通
信
号
外
労
戦
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針
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№
３
５
４
（
一
九
八
七
年
一
二
月
一
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
反
全
民
労
連
」
の
具
体
的
た
た
か
い
を

「
下
か
ら
」
運
動
を
つ
く
る

―
佐
世
保
地
区
集
会
に
三
百
人
―

全
民
労
連
は
歴
史
の
あ
だ
花

―
一
一
・
一
九
青
年
集
会
報
告
―

資
料
１
二
・
一
五
全
道
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ア
ピ
ー
ル
」

資
料
２
二
・
二
○
京
都
集
会
「
宣
言
」

一
○
月
革
命
と
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ

―
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
演
説
要
旨
―

右
翼
再
編
ゴ
リ
押
し
に
一
定
の
歯
止
め

―
三
多
摩
労
協
大
会
の
報
告
―

社
会
党
を
守
る
た
め
に

◇
全
逓
の
仲
間
か
ら
◇
郵
便
営
業
時
代
を
切
る

連
載
『
資
本
議
』
弟
一
巻
を
読
む
（
四
二
）

価
値
の
尺
度
⑤

「
連
合
」
の
歌
パ
ロ
デ
ィ
ー

◇
読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
◇
編
集
部
だ
よ
り

社
会
通
信
号
外
発
行
定
価
六
〇
〇
円

労
戦
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針

№
３
５
５
（
一
九
八
七
年
一
二
月
二
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
全
民
労
連
の
発
足
と
わ
れ
わ
れ
の
方
針

特
集
十
一
・
七
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告
①

記
念
講
演
岩
井
章

社
会
主
義
と
労
働
運
動
を
考
え
る

特
別
講
演
上
野
建
一

最
大
の
問
題
は
組
織
改
革

報
告
①
国
労
平
野
雅
俊

清
算
事
業
団
の
実
態
と
闘
い

連
載
『
資
本
論
』
第
一
巻
を
読
む
（
四
三
）

価
値
の
尺
度
⑥

「
社
会
通
信
」
号
外
の
ご
案
内

労
戦
統
一
と
全
国
地
県
評
の
方
針
―


